
柿木自然エネルギー学校実行委員会

（一社）　コクリエーションデザイン

柿木自然エネルギー学校（小水力）実践編
の開講

キリバス共和国でエネルギー転換の仕組みと
環境マイスター制度をつくるプロジェクト

自然エネルギー学校
受講者数 12 人
設置した小水力発電
設備 1 基

今年度計画の達成度 95 ％

目標達成度 95 ％

 キリバス

実　践

はじめる助成

1年目

知識の提供・普及啓発

はじめる助成

1年目

活動地域

活動地域

活動内容と成果
島根県柿木村において小水力発電導入手法を学ぶ「自
然エネルギー学校（実践編）」を開催した。座学・見学だ
けに留まらず、実際に現場で小水力発電導入（調査→設
計→設備設置）を実践することで、より実際に即した実
践経験を持つ小水力発電開発の担い手を育成する。
今年度は、実際に小水力発電設備を設置し発電開始す
ることを目標に、各回10人前後の参加者により、発電設
備に水を流し込むための取水設備や水路の土木工事、
水車・発電機の設置と電気工事など、手法を学びながら
自分たちで作業をして発電設備を完成させた。

活動内容と成果
事業計画のキリバス側へのヒアリングを実施し詳しい
実情を把握し今後の展開の可能性も探ることができた。
【ヒアリング先】
●KiriCAN
　 主な内容：KiriCANが現在取り組んでいる活動と気
候変動に関する取組み。今回の人材育成事業への反応
●JICAキリバスオフィス
　 主な内容：日本人現地協力者の可能性や海外青年協力隊の動向調査
●元海外青年協力隊
　  主な内容：キリバスにおける環境活動の状況及び日
本との連携状況調査
以上の情報やこれまでのキリバス事業の経験を踏まえ、
事業計画案を作成した。

課　題
脱炭素社会構築と地域再生の両立を目指し、この地
域にある自然エネルギーを活用した事業を増やすこ
とと、そのための担い手育成が求められている。

目　標
小水力発電事業を地域で増やすため、ノウハウを
持った小水力発電開発の担い手を増やす。またその
人たちが中心になり、地域の資源発掘や地域が主体
となった事業化を図る。

課　題
●ユース世代の活躍の場が乏しい●気候変動に関す
るグローバルな課題とゴミ問題など身近な課題を問
題として意識しにくい●環境教育のプログラムに関
するノウハウに乏しい

目　標
「ユース世代の活躍の場の創出」「環境意識の改善」
「環境問題を啓発していくためのプログラム開発」

島根県鹿足郡吉賀町柿木村
E-mail：kakinokieschool@gmail.com

〒121-0073
東京都足立区六町1-3-2
E-mail：office.cocredesign@gmail.com

苦労した点と工夫した点
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■苦労した点
発電設備の設置場所は、そこで発電
可能かどうかだけでなく、発電した
電気をどう利用できるかもポイント
となり、選定に苦労した。

■工夫した点
砂防堰堤の利用には県の許可が必要
であるが、このような用途での利用
は県内で前例がなく、他県での事例
を利用して説明した。

■苦労した点
新型コロナウイルスの影響で国境閉
鎖の解除がされず渡航ができなかっ
た。当初予定の対面での合意形成が
なかなか進まなかった。

■工夫した点
リモートによるヒアリングを行う中
で現状の課題やニーズを確認すると
ともに事業構想の共有化により仮合
意まで行った。

完成した発電設備を使って、自然エネルギーや小水力発電について学ぶ環境教育
プログラムの開発や、EV活用の検討、小水力発電事業の検討を進めていく。

KiriCANの中に環境ユースセンターを立ち上げ、KiriCANとMELON、コクリ
エーションデザインが中心となり協働で人材育成プログラムを推進する。また国
の制度として「環境マスター」制度が推進される。

今後の
展望

今後の
展望

電気配線作業についての講座の様子電気配線作業についての講座の様子

KiriCANへのヒアリング風景KiriCANへのヒアリング風景

設置した小水力発電設備設置した小水力発電設備

元海外青年協力隊へ対面でのヒア元海外青年協力隊へ対面でのヒア
リング風景リング風景

キリバス関係者への
ヒアリング 3 回

事業計画書（案） 1 件

今年度計画の達成度 95 ％

目標達成度 95 ％

 島根県吉賀町


